
☆
神
戸
っ
子
読
者
４
名
様

』
新
し
い
蔑
み
の
オ
ペ
ラ
集
団
と
し
て
好
評
の
創

り
巻
作
オ
ペ
ラ
の
会
「
葦
」
の
第
二
回
公
演
河
続
・

雄
神
今
は
昔
の
物
語
“
（
第
一
一
一
回
ル
ナ
フ
エ
ス
テ
イ

公
平
バ
ル
・
４
月
佃
日
旧
日
各
２
名
様
）
ご
招
待
ノ
．

の
み
ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
（
電
話
不
可
）
住
所

睦
李
氏
名
・
年
令
・
職
業
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
お
杏
き
の
上
、

ｒ
〒
６
５
０
生
田
区
束
町
一
一
三
の
一
大
神
ピ

ル
７
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
一
端
集
室
ま
で
先
着
順

〈
音
楽
〉

☆
ぶ
つ
く
え
ん
ど
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

ー
日
（
火
）
２
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

四
○
○
円

☆
ロ
パ
ー
タ
・
ブ
ラ
ッ
ク

２
日
（
水
）
７
時
神
戸
国
際
会
館

ｓ
ｏ
三
五
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
五
○
○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

★
平
岡
韮
一
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

４
日
（
金
）
２
時
神
戸
国
際
会
館

民
音
大
人
◇
七
○
○
円
小
人
・
四

○
○
円

☆
土
暇
コ
ン
サ
ー
ト

創
る
ひ
く
き
く
楽
し
み
の
会

５
日
（
土
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

★
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団

７
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

Ｄ
・
一
○
○
○
円

★
バ
ー
ッ
ラ
フ
・
フ
デ
チ
ェ
ッ
ク

パ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
訂
ダ
ル

９
日
（
水
）
６
時
妬
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
神
戸
音
楽
友
の
会
Ａ
・
二

○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円
Ｃ
・

一
○
○
○
円
一
般
／
Ａ
・
二
五
○
Ｑ

円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
オ
ル
ケ
ス
タ

フ
ル
ピ
オ
・
サ
ラ
マ
ン
カ

９
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
会
員
・
一
三
○
○
円
一
般
・

一
七
○
○
円

★
北
山
千
鶴
子
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
司
風
と
光
Ｌ

如
日
（
木
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
一
般
・
一
五
○
○
円
学
生
・
一

三
○
○
円

★
シ
ル
ド
ペ
ル
ガ
ー
少
年
少
女
合
唱
団

蚊
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

【
☆
神
戸
の
催
し
物
４
月
ご
案
内
〕

鵡
日
（
金
）
６
時
半
羽
日
（
土
）

４
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
一
五
Ｏ

○
円

★
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
芦
屋
川
」

加
日
（
日
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
五
○
○
円

☆
山
本
安
英
の
会
公
演
「
夕
鶴
」

犯
日
（
火
）
鯛
日
（
水
）
型
日
（
木
）

溺
日
（
金
）
配
日
（
月
）
６
時
半

妬
日
全
古
①
２
時
②
６
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
労
油
一
四
○

○
円

一＄

神

の
バーッラフ

フデチェック

｢ 夕鶴」つう（山本安英・左）

★
ザ
・
ム
ッ
シ
ユ
・
リ
サ
イ
タ
ル

鋤
日
（
日
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
ｏ
一
○
○
○
円
当
日
・
一

二
○
○
円

☆
ア
リ
ス
・
リ
サ
イ
タ
ル

即
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
・
一
三
○
○
円
当
日
・
一

五
○
○
円

☆
青
江
美
奈
・
水
上
勉
の
世
界
を
う
た
う

ル
ー
○
○
○
円
子
供
・
八
○
○
円

☆
フ
ラ
ン
ク
プ
ゥ
ル
セ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

哩
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
九
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
一
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

Ｌ
Ｓ
・
四
五
○
○
円

☆
神
戸
山
手
演
奏
樫
会
新
人
演
奏
会

晦
日
（
水
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

四
○
○
円

☆
西
城
秀
樹
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

四
日
（
土
）
①
２
時
②
５
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・

二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

★
土
畷
コ
ン
サ
ー
ト
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

蛸
日
（
土
）
県
民
小
劇
場

五
○
○
円

☆
セ
ル
ジ
オ
メ
ン
デ
ス
と
ブ
ラ
ジ
ル
刀

鋤
日
（
日
）
２
端
神
戸
国
際
会
館

神
戸
音
楽
友
の
会
会
員
／
Ａ
・
三
○

○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円
Ｃ
・
二

○
○
○
円
Ｄ
・
一
五
○
○
円
一
般

Ａ
・
三
五
○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円

Ｃ
・
二
五
○
○
円
Ｄ
・
二
○
○
○
円

☆
厳
本
真
理
弦
楽
四
重
奏

加
日
（
日
）
２
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

前
売
・
一
五
○
○
円
当
日
・
一
八
○

し

蔑惑

４
月

〈
そ
の
他
〉

★
花
柳
芳
五
三
郎
会

６
日
（
日
）
皿
時
神
戸
国
際
会
館

二
○
○
○
円

★
笑
福
亭
樫
観
独
演
会

哩
日
（
土
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
前
売
。
一
三
○
○
円
当
日
・
一

五
○
○
円

☆
名
画
観
賞
会
「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」

週
日
（
日
）
①
加
時
②
１
時
③
３

時
、
分
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
ニ
○
○

円
☆
市
民
映
画
劇
場
「
に
っ
ぼ
ん
昆
虫
記
」

躯
日
（
水
）
Ｉ
犯
日
（
金
）
６
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
三
○
○
円

★
仁
鶴
お
笑
い
大
作
戦

皿
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
民
音
二
○
○
円

★
藤
間
流
藤
寿
会

岨
日
（
土
）
血
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
五
○
○
円３

１
０
１

鍵 i蕊ﾛ…鍵蕊蕪鶴溌殺畠‘ 〈
演
劇
》

☆
創
作
オ
ペ
ラ
”
葦
“

「
六
の
宮
の
姫
君
の
巻
」

「
妙
音
へ
の
へ
の
の
巻
」

瓢
日
（
月
）
６
雌
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
一
五
○
○
円

☆
森
進
一
リ
サ
イ
タ
ル

坊
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
三
五
○
○
円

Ａ
・
二
九
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
ア
レ
ク
シ
ス
・
ワ
イ
セ
ン
ペ
ル
ク

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

即
日
（
日
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
三
八
○
○
円
Ａ
・
三
○

○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円
ｃ
ｃ
二

○
○
○
円
Ｄ
・
一
五
○
○
円

☆
筑
前
琵
琶
演
奏
会

羽
日
（
火
）
ｕ
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
無
料

☆
都
山
流
神
戸
幹
部
会
尺
八
筆
曲
演
奏
会

四
日
（
火
）
ｎ
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
五
○
○
円

創作オペラの会「葦_ l 練習風景

i累識盛鍵！ 鶏
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騨
騨
溌
溌
静
鰯

仕
事
で
パ
リ
・
ニ
ー
ス
間
を
何
度
か
往
復
し
た
。
そ
の
都
度
パ

リ
空
港
の
待
合
室
で
感
心
し
た
の
が
、
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
が
老
人

だ
っ
た
こ
と
。
季
節
が
冬
だ
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
が
、
さ
す
が
と
思

っ
た
。
冬
は
避
寒
、
夏
は
海
水
浴
、
そ
の
ほ
か
映
画
祭
、
音
楽
祭

カ
ー
ニ
バ
ル
ｅ
ｔ
ｃ
と
、
ニ
ー
ス
を
中
心
と
す
る
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ

ー
ル
（
紺
碧
海
岸
）
地
方
は
、
ま
さ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ゾ
ー
ト

地
帯
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
あ
た
り
に
は
、
個
性
豊
か
な
地
方
美
術

館
が
多
い
の
で
あ
る
。

こ
ん
ど
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
（
神
戸
王
子
動
物
園
南
側
）
で

「
南
フ
ラ
ン
ス
・
ニ
ー
ス
美
術
館
展
ル
ノ
ワ
ー
ル
・
マ
チ
ス
・

デ
ュ
フ
ィ
」
を
、
同
館
と
神
戸
新
聞
社
が
主
催
し
て
開
く
。
（
４

月
哩
日
’
５
月
ｎ
日
）
作
品
を
借
用
す
る
の
は
、
そ
の
コ
ー
ト
ダ

ジ
ュ
ー
ル
の
美
術
館
の
う
ち
六
つ
か
ら
。
そ
こ
で
軸
に
た
る
ニ
ー

ス
の
三
美
術
館
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

ニ
ー
ス
市
内
に
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
美
術
館
と
し
て
、
マ
ツ

ル
ノ
ワ
ー
ル
・
マ
チ
ス
・
デ
ュ
フ
ィ

伊
藤
誠
（
神
戸
新
側
文
化
事
業
部
長
）

一
一
－
ス
か
ら
美
術
展
が
来
る

霧
--用

鴬

セ
ナ
、
シ
ェ
レ
、
マ
チ
ス
の
各
市
立
美
術
館
と
、
国
立
の
シ
ャ
ガ

ー
ル
美
術
館
が
あ
る
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
美
術
館
は
一
昨
年
秋
に
完
成

し
た
新
し
い
美
術
館
で
、
す
べ
て
聖
書
に
取
材
し
た
作
品
を
列
べ

て
い
る
。
ま
こ
と
に
特
色
あ
る
内
容
な
の
だ
が
、
開
館
後
、
間
が

な
く
作
品
借
用
は
不
可
。

市
立
の
三
美
術
館
は
、
マ
ッ
セ
ナ
が
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

の
海
岸
通
り
、
シ
ェ
レ
が
海
岸
か
ら
ち
ょ
っ
と
奥
ま
っ
た
静
か
な

住
宅
地
、
そ
し
て
マ
チ
ス
が
同
市
の
山
手
で
市
を
見
下
ろ
す
丘
陵

地
帯
、
と
三
館
三
様
の
場
所
に
あ
っ
て
、
市
内
兄
物
を
兼
ね
て
見

学
が
で
き
る
。
念
の
た
め
ニ
ー
ス
の
人
口
は
約
四
十
万
。

マ
ッ
セ
ナ
に
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
モ
ネ
、
シ
ス
レ
ー
、
ブ
ー
ダ
ン

と
い
っ
た
印
象
派
画
家
の
部
屋
や
、
現
代
作
家
の
部
屋
な
ど
が
あ

る
が
、
圧
巻
は
デ
ュ
フ
ィ
。
も
う
十
年
近
く
前
に
な
る
が
、
美
術

記
者
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
美
術
館
を
ま
わ
っ
て
紙
上
で
報

告
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
各
館
特
色
の
あ
る
画
家
を
中
心
に
紹
介

４

内
分

蕊１

爵

ル
ノ
ワ
ー
ル
「
人
像
柱
」

霊ヨ

幕
霊
睡
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別錨濫罰

躍
し
た
画
家
に
由
来
し
て
い
る
。
女
性
像
を
描
か
せ
れ
ば
当
代
随

一
と
騒
が
れ
た
シ
ェ
レ
だ
が
、
今
か
ら
見
る
と
ロ
コ
コ
の
流
れ
を

受
け
て
幾
分
甘
味
が
勝
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に

走
ら
ず
、
印
象
派
の
モ
ネ
ら
を
友
人
に
持
ち
な
が
ら
そ
の
方
向
へ

も
進
ま
ず
、
頑
固
に
我
流
を
通
し
た
の
は
見
事
。
特
に
そ
の
石
版

画
ポ
ス
タ
ー
作
品
は
〃
近
代
ポ
ス
タ
ー
の
創
始
者
″
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
。
こ
こ
に
は
ま
た
特
異
な
幻
想
而
家
モ
ッ
サ
を
は
じ
め
、
ニ

ー
ス
派
と
呼
ば
れ
る
作
家
の
作
品
が
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

マ
チ
ス
美
術
館
の
あ
る
あ
た
り
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
が
多

く
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
広
々
と
し
た
公
園
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
隅
に
僧
院
が
あ
っ
て
、
こ
こ
の
墓
地
に
マ
チ
ス
と
デ
ュ
フ
ィ
も

眠
っ
て
い
る
。
マ
チ
ス
は
こ
の
公
園
の
す
ぐ
側
の
住
ま
い
で
生
涯

を
終
え
た
の
だ
。

マ
チ
ス
の
名
は
今
さ
ら
う
ん
ぬ
ん
す
る
ま
で
も
ま
い
近
代
美
術

界
の
巨
匠
。
ど
う
い
う
わ
け
か
こ
の
油
絵
に
は
初
期
の
こ
ろ
の

も
の
が
多
く
、
晩
年
の
切
り
絵
や
、
近
郊
バ
ン
ス
の
尼
僧
院
の
た

め
に
制
作
し
た
壁
画
や
僧
衣
類
の
原
画
も
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
見

応
え
す
る
の
が
、
膨
大
な
数
の
デ
ッ
サ
ン
、
版
画
類
。
ほ
と
ん
ど

が
女
性
像
を
追
っ
か
け
て
、
似
た
よ
う
な
顔
や
姿
態
、
一
筆
描
き

の
よ
う
な
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
タ
ッ
チ
で
い
な
が
ら
、
ま
る
で
兇
飽

か
せ
な
い
。
人
間
と
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
面
白
い
も
の
か
、
と
絵

画
の
世
界
の
不
思
議
さ
に
感
心
す
る
。

今
度
の
展
覧
会
に
は
、
以
上
三
館
の
ほ
か
に
、
ア
ン
チ
ー
ブ
市

の
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
、
カ
ー
ー
ー
ュ
市
の
ル
ノ
ワ
ー
ル
記
念
、
カ
ー
ニ

ュ
各
美
術
館
か
ら
も
貴
重
な
作
品
を
お
借
り
す
る
。
神
戸
を
中
心

と
す
る
兵
庫
県
瀬
戸
内
沿
岸
と
多
少
、
趣
を
同
じ
く
す
る
南
フ
ラ

ン
ス
・
ニ
ー
ス
を
中
心
と
す
る
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
の
、
す

ば
ら
し
い
贈
り
物
を
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

し
た
の
だ
っ
た
が
、
実
は
大
美
術
館
に
な
る
ほ
ど
数
か
多
す
ぎ
て

取
り
上
げ
る
画
家
に
弱
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
世
界
の
近
代
美
術
に

関
し
て
は
現
在
最
高
の
充
実
を
誇
る
パ
リ
国
立
近
代
美
術
館
で

は
、
ピ
カ
ソ
あ
り
、
マ
チ
ス
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
レ
ジ
そ
ポ
ナ

ー
ル
、
モ
ジ
リ
ア
ニ
ｅ
ｔ
ｃ
と
目
移
り
し
て
困
り
、
結
果
デ
ュ
フ

ィ
を
選
ん
だ
。
目
白
押
し
の
作
品
群
の
中
で
、
一
番
フ
ラ
ン
ス
的

エ
ス
プ
リ
を
持
っ
た
さ
わ
や
か
な
作
家
と
判
断
し
た
か
ら
だ
。
奔

放
、
軽
快
、
そ
し
て
明
る
い
。
ｌ
そ
の
デ
ュ
フ
ィ
が
、
こ
こ
に

も
ず
ら
り
。
し
か
も
ニ
ー
ス
に
取
材
し
た
作
品
が
多
く
、
ま
こ
と

に
こ
れ
は
ニ
ー
ス
市
の
す
ば
ら
し
い
財
産
だ
と
思
っ
た
。

シ
ェ
レ
美
術
館
の
名
は
、
十
九
世
紀
末
に
こ
の
地
に
住
ん
で
活

‘. g ､ : 鋼錘露盤譲謹鍾饗淫

入
場
料
一
般
五
○
○
円
（
三
五
○
円
）

大
・
高
四
○
○
円
（
二
五
○
円
）

中
・
小
二
五
○
円
（
一
○
○
円
）

Ｉ
カ
ッ
コ
内
は
前
売
り
・
団
体
料
金
Ｉ

愛
眺
者
一
○
名
様
を
、
神
戸
新
川
社
の
ご
好
窓
に
よ
り
こ
の
「
南
フ
ラ
ン
ス
・
ニ
ー

ス
美
術
館
展
ル
ノ
ワ
ー
ル
・
マ
チ
ス
・
デ
ニ
フ
ィ
』
に
ご
招
待
致
し
ま
す
。
編
集
部
あ

て
葉
書
に
美
術
展
と
ご
名
記
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
〆
切
は
四
月
二
○
日

５
１
０
１

デュフィ「ニースの花火」上・マッセナ美術館下・シエレ美術麓
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●
「
Ｑ
い
室
。
．
三
の
一
コ
Ｆ
ｏ
コ
ュ
ｏ
三
①

ア
フ
タ
ヌ
ー
‐
ン
・
テ
ィ
を
ど
う
ぞ ’

0６

イ
ギ
リ
ス
人
は
ア
メ
リ
カ
英
語
を

嫌
い
、
さ
ら
に
、
階
級
に
よ
っ
て
英

語
の
言
い
回
し
や
こ
と
ば
も
違
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
話
す
こ
と
ば
で
、
そ

の
人
の
出
身
が
、
い
い
か
悪
い
か
わ

か
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
う
え
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
い

っ
た
名
門
の
大
学
で
は
、
彼
ら
だ
け

に
通
用
す
る
新
し
い
言
い
回
し
を
用

い
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
こ
と
に
は
こ

っ
ち
が
恥
を
か
く
と
い
う
か
ら
や
っ

か
い
。
地
下
鉄
の
左
か
で
は
友
人
ど

う
し
で
も
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
い
の

は
、
し
ゃ
べ
る
と
周
囲
に
自
分
の
出

ん
が
造
り
の
建
物
と
の
絶
妙
な
コ
ン
…

ト
ラ
ス
ト
ー
．

僕
は
、
ま
ず
、
正
統
な
英
語
を
学
ぶ
た
め
、
デ
ィ
ビ
ス
・
ス
ク

ー
ル
に
通
い
始
め
た
。
お
も
に
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
外
人
が
学
ぶ
こ
の
学
校
は
、
一
ク
ラ
ス
十
四
、

五
人
。
女
性
が
多
い
。
週
五
日
の
授
業
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
発
音
、

文
法
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
ｅ
ｔ
ｃ
。
こ
こ
で
戸
惑
っ
た
の
は
、
僕

が
今
ま
で
習
っ
て
き
た
英
語
が
ほ
と
ん
ど
役
に
た
た
左
か
つ
た
こ

と
で
あ
る
。
と
く
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
ク
ラ
ス

で
も
い
つ
も
い
い
成
紙
だ
っ
た
の
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
全
く
ダ
メ

で
あ
っ
た
。
キ
ン
グ
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
僕
の
習
っ
た
ア

メ
リ
カ
英
語
と
は
発
音
も
用
語
も
、
全
然
別
物
の
よ
う
な
の
だ
。

た
と
え
ば
「
ト
イ
レ
ッ
ト
」
は
米
語
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
ラ
ヴ

ァ
ト
リ
ィ
」
か
、
上
流
階
級
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
き
た
「
ル
ー
」

と
い
う
こ
と
ば
を
使
う
。

ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
４
月
Ⅳ
、
、

僕
は
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
。
Ｈ
本
と

同
じ
よ
う
に
春
で
あ
っ
た
。

「
氷
の
一
月
、
雪
の
二
月
、
風
の
三

月
…
」
と
歌
に
も
あ
り
、
寒
く
暗
い

冬
が
続
い
た
ロ
ン
ド
ン
も
、
こ
の
頃
、

「
獅
子
の
ご
と
く
」
春
が
や
っ
て
くシ

る
。
毎
日
気
ま
ぐ
れ
．
な
天
候
で
、
に

ヤ
ワ
ー
わ
か
雨
が
い
つ
降
り
出
す
か
わ
か
ら

●
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
は
都
心
で
も
公
園

が
多
い
。
シ
ャ
ワ
ー
に
洗
わ
れ
る

と
、
こ
の
公
園
の
緑
が
い
ち
だ
ん
と

師
き
を
増
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
赤
れ

デイビス・スクールの６カ月の授業を修了してお別れパーティ

と
侭

型
所

除
…
人

柴
田
啓
嗣

t 噌軸出口迫も内毎⑥

Ｅｆ６ 鍵
織
蟻
繍
繍

〈
柴
田
商
事
㈱
企
画
竪
長
〉

身
が
パ
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
う
説
も
あ
る
ほ
ど
。

僕
は
最
初
か
ら
こ
と
ば
の
困
難
に
出
く
わ
し
た
。

あ
る
時
、
ほ
う
れ
ん
草
が
ど
う
し
て
も
食
べ
た
く
な
っ
た
。
レ

ス
ト
ラ
ン
で
舌
び
ら
め
の
ク
リ
ー
ム
煮
を
注
文
し
た
と
き
の
こ
と

だ
。
自
炊
や
外
食
ば
か
り
で
、
緑
の
野
菜
に
欠
乏
し
て
い
た
せ
い

だ
ろ
う
。
つ
け
合
せ
に
ほ
う
れ
ん
草
を
頼
み
た
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
〃
ほ
う
れ
ん
草
″
が
出
て
こ
な
い
。

「
グ
リ
ー
ン
で
…
ヴ
ィ
ジ
タ
ブ
ル
で
…
」
。
ほ
ら
ほ
ら
、
ア
レ
。
だ

い
た
い
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ん
て
簡
単
明
僚
な
も
の
ほ
ど
、
他
の
ど

ん
な
こ
と
ば
で
も
説
明
し
に
く
い
も
の
な
の
だ
。
僕
の
頭
の
な
か

で
、
バ
タ
い
た
め
さ
れ
た
ほ
う
れ
ん
草
が
、
も
が
く
。

ふ
っ
と
、
「
ポ
パ
イ
…
」
。

「
オ
ー
、
イ
エ
ー
ス
、
ス
ピ
ニ
ッ
チ
ノ
．
」

ボ
ー
イ
は
ポ
パ
イ
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
み
せ
、
安
堵
の
色
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者左・筆者。

を
み
せ
て
下
が
っ
た
。
ま
も
な
く
、
う
ま
そ
う
な
ほ
う
れ
ん
草
の

乗
つ
か
っ
た
皿
が
、
無
事
、
僕
の
テ
ー
ブ
ル
に
運
ば
れ
て
き
た
。

こ
と
ば
の
問
題
は
、
こ
の
頃
、
常
に
僕
に
つ
い
て
回
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
人
は
、
い
っ
た
い
に
恥
ず
か
し
が
り
屋
だ
が
、
い
っ

た
ん
打
ち
と
け
る
と
、
大
変
親
し
み
を
み
せ
て
く
れ
る
。

デ
ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
の
席
で
、
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
の
話
が
は

ず
み
、
典
型
的
な
る
英
国
紳
士
Ｍ
氏
が
、
新
入
り
の
僕
に
、
イ
ギ

リ
ス
女
性
の
く
ど
き
方
に
つ
い
て
教
授
し
て
く
れ
た
。
Ⅱ
本
に
比

べ
て
非
常
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
、
か
つ
直
せ
つ
な
く
ど
き
方
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
も
、
相
手
女
性
の
出
身
ク
ラ
ス
に
よ
り
、
そ
の

下
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
か
ら
、
さ
す
が
イ
ギ
リ
ス
。ロンドンは都心でも緑が多く美しい都会ｃ

柴
田
啓
嗣
さ
ん
は
昨
年
暮
れ
、
九
カ
月
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
を
終
え
神
戸
に
帰

国
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
を
勉
強
す
る
と
同
時
に
、
柴
田
さ
ん
の
父
上

の
経
営
さ
れ
る
会
社
が
、
世
界
殺
大
の
ウ
ー
ル
ン
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
「
ド
ー
メ
ル

社
」
の
日
本
に
お
け
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
お
よ
び
合
弁
会
社
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ

ば
仕
邸
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
っ
た
関
係
で
、
ド
ー
メ
ル
社
の
方
か
ら
六
ヵ
月
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
計
画
し
て
く
れ
、
彼
は
そ
れ
に
従
い
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
ウ
ェ
イ
“
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
広
範
囲
に
勉
強
し
た
と
い
う
。
妬
歳
の
若
い

彼
が
見
た
ロ
ン
ド
ン
は
今
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
か
ｌ
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
主
催
す

る
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
に
も
出
席
す
る
な
ど
、
貴
丞
な
体
験
を
し
た
彼
に
、
数
回

に
わ
た
っ
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
文
責
１
編
雄
部
。
（
元
町
・
時
雨
茶
屋
に
て
）

Ｍ
氏
『
ま
ず
一
般
庶
民
の
女
性
を
く
ど
く
場
合
で
す
が
…
…
』

と
、
指
の
腹
で
鼻
の
下
を
な
で
な
が
ら
、

『
○
目
目
印
の
①
旨
胃
爵
馬
（
貴
女
の
お
部
屋
を
訪
ね
て
も
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
）
こ
う
尋
ね
ま
す
。
で
、
返
事
が
イ
エ
ス
な

ら
、
こ
れ
は
し
め
た
も
の
。
そ
の
後
の
こ
と
も
了
解
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
大
成
功
。
自
信
を
持
っ
て
先
に
進
み
な
さ
い
。

次
に
、
彼
女
が
上
流
階
級
の
娘
な
ら
、
一
流
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

誘
い
二
人
で
食
事
を
し
、
ダ
ン
ス
を
し
て
う
っ
と
り
し
た
と
こ
ろ

で
、
や
さ
し
く
キ
ス
を
し
て
言
い
ま
す
…
…
『
ロ
胃
言
い
》
国
の
閉
‐

⑦
｛
ｏ
Ｈ
ｍ
ａ
㎡
閏
弄
の
名
目
些
昌
、
言
弓
岸
ぽ
日
の
》
』

こ
れ
は
、
神
の
お
恵
み
の
も
と
、
二
人
で
夜
を
す
ご
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
わ
け
。
ロ
ン
ド
ン
の
紳
士
淑
女
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
信
仰

の
厚
い
別

Ｍ
氏
は
読
け
る
。

『
あ
る
い
は
、
○
○
巨
固
胃
冨
ぐ
①
旨
３
号
冒
弄
鼠
吾
曙
呂
『

一
鼻
の
号
冒
斥
は
夜
寝
る
前
の
お
酒
の
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
な

ん
と
で
も
意
味
の
と
れ
る
誘
い
文
句
で
す
』

『
日
本
で
は
夜
明
け
の
コ
ー
ヒ
ー
と
い
い
ま
す
が
：
．
』

『
我
々
の
習
慣
で
は
、
朝
コ
ー
ヒ
ー
は
飲
み
ま
せ
ん
か
ら
…
た
い

て
い
ミ
ル
ク
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
モ
ー
ニ
ン
グ
・
テ
ィ
で
す
な
』

『
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
モ
ー
ニ
ン
グ
・
テ
ィ
を
二
人
で
飲
み
ま
し
ょ
う

と
誘
う
の
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？
』
と
、
間
抜
け
た
顔
で
僕
。

『
イ
ヤ
、
き
み
、
イ
ギ
リ
ス
娘
相
手
で
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
・
テ
ィ

は
、
と
て
も
ム
リ
で
は
な
い
で
す
か
れ
。
き
み
が
グ
ッ
タ
リ
と
目

を
覚
ま
し
て
、
さ
あ
、
お
茶
を
飲
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
頃
は
、
き

っ
と
も
う
陽
も
高
い
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
で
し
ょ
う
よ
』

『
。
・
：
・
・
・
：
』

’
0７
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歩
く
に
も
、
陸
で
か
ら
だ
を
休
め
る
に
も
、
リ
ー
ダ
ー
ペ
ン
ギ
ン
の
後
を
追
い
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
。

い
ま
私
は
ペ
ン
ギ
ン
ご
夫
婦
の
興
信
所
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
。

確
か
に
オ
ス
、
メ
ス
同
色
の
烏
は
夫
婦
共
同
で
卵
を
抱
き
、
雛

を
育
て
る
。
そ
の
ペ
ア
は
生
涯
、
離
婚
も
〃
再
婚
“
も
し
な
い
と

い
う
〃
一
生
型
夫
婦
″
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
だ
が
、
果
た
し
て

ペ
ン
ギ
ン
一
家
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
定
説
を
わ
が
眼
で
確

め
て
み
た
い
。
い
や
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
つ
れ
あ
い
を
変
え
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
興
味
が
働
い
た
か
ら
で
、
目
下
彼

ら
の
行
動
を
〃
張
り
こ
み
″
な
が
ら
の
ぞ
き
続
け
て
い
る
。

〔
リ
ー
ダ
ー
の
こ
と
〕

十
七
種
あ
る
ペ
ン
ギ
ン
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
顔
や
姿
を

も
つ
が
、
そ
の
彼
ら
を
雑
居
さ
せ
る
と
不
思
議
な
く
ら
い
、
他
の

烏
、
つ
ま
り
よ
そ
者
を
寄
せ
つ
け
ず
、
同
じ
種
類
の
も
の
ば
か
り

が
寄
り
集
ま
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
も
一
羽
の
誰
か
が
歩
け
ば
、

み
な
い
っ
せ
い
に
後
を
追
い
、
陸
に
あ
が
れ
ば
ぞ
ろ
ぞ
ろ
か
た
ま

っ
て
か
ら
だ
を
休
め
る
。
そ
し
て
ま
た
、
誰
か
が
先
じ
て
と
び
こ

ま
な
か
っ
た
ら
、
後
の
も
の
み
な
尻
ご
み
し
て
プ
ー
ル
に
な
か
な

か
入
ら
な
い
。
下
手
に
と
び
こ
め
ば
シ
ャ
チ
や
ア
ザ
ラ
シ
の
待
ち

ぶ
せ
攻
撃
を
う
け
る
。
つ
ま
り
野
生
で
の
警
戒
行
動
を
ち
ら
っ
と

の
ぞ
か
せ
る
ひ
と
こ
ま
だ
。

彼
ら
を
屋
外
に
連
れ
出
し
歩
か
せ
て
み
る
と
方
向
感
覚
の
す
ぐ

れ
た
ペ
ン
ギ
ン
は
、
一
’
二
回
の
誘
導
で
迷
う
こ
と
な
く
、
か
な

り
の
道
の
り
を
記
憶
し
て
飼
育
場
に
戻
っ
て
く
る
が
、
そ
の
行
砿

の
隊
列
に
も
ま
た
、
何
時
も
き
ま
っ
た
誰
か
が
、
先
頭
に
歩
き
、

し
か
も
最
後
尾
も
ま
た
、
き
ま
っ
た
誰
か
が
体
を
ゆ
さ
ぶ
り
ヨ
チ

ョ
チ
落
後
者
を
守
っ
て
い
る
風
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
行
軍
や
外
敵
の
攻
激
が
な
く
落
ち
つ
い

た
日
常
生
活
を
見
せ
は
じ
め
る
と
、
と
た
ん
に
こ
ん
ど
は
隊
列
を

く
ず
し
〃
あ
れ
と
あ
れ
″
〃
こ
れ
と
こ
れ
″
と
い
う
風
に
カ
ッ
プ

つ
が
い

ル
を
組
み
、
ぴ
っ
た
り
寄
り
添
っ
た
番
の
姿
が
目
立
ち
は
じ
め
る

さ
ら
に
そ
の
カ
ッ
プ
ル
の
二
羽
を
識
別
し
詳
察
し
て
み
た
ら
、

い
ち
ば
ん
ケ
ン
カ
の
強
い
カ
ッ
プ
ル
の
誰
か
が
、
最
も
見
通
し
の

よ
い
安
全
か
つ
陽
当
り
の
い
い
場
所
を
専
有
し
て
力
づ
く
で
も
、

〃
他
人
″
に
渡
そ
う
と
し
な
い
。

ま
た
、
よ
く
兇
る
と
例
え
眠
る
と
き
に
も
群
家
族
、
全
て
が
前

に
伏
せ
か
ら
だ
を
休
め
て
い
る
の
か
と
思
え
ば
、
そ
れ
は
ち
が
っ

て
い
た
。
小
さ
な
彼
ら
で
あ
っ
て
も
、
無
防
備
左
姿
を
決
し
て
さ

ら
け
出
さ
な
い
。
必
ず
一
、
二
羽
、
誰
か
が
ぼ
つ
り
歩
哨
に
立
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
弱
い
動
物
は
集
ま
る
こ
と
で
、
か

え
っ
て
、
然
界
で
は
有
利
に
生
き
な
が
ら
え
る
。
こ
れ
ら
の
集
団

に
は
必
ず
強
い
指
導
者
が
い
て
、
ぶ
ら
り
な
ん
と
な
く
の
集
団
で

は
不
利
で
あ
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
心
得
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
シ
ャ
チ
や
ア
ザ
ラ
シ
に
肉
体
を
喰
わ
れ
よ
う
が
、
〃
オ
レ
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墨

以
外
″
の
み
ん
な
が
生
き
な
が
ら
え
れ
ば
と
、
常
に
我
身
を
犠
牲

に
、
捨
て
身
の
猛
烈
ペ
ン
ギ
ン
が
い
る
の
で
あ
る
。
い
や
、
そ

の
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
〃
誰
か
〃
の
ペ
ン
ギ
ン

が
、
ま
さ
に
ペ
ン
ギ
ン
一
家
の
守
り
神
と
も
い
え
る
リ
ー
ダ
ー
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

娩

邑
生
型
夫
婦
の
こ
と
〕

さ
て
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
常
に
強
靭
な
オ
ス
な
の
か
と
想
像
す

れ
ば
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
ペ
ン
ギ
ン
一
生
型
夫
婦
の
典
型
と

い
お
う
か
、
何
れ
の
場
合
も
、
二
羽
の
夫
婦
が
共
同
で
し
か
も
寄

り
添
っ
て
リ
ー
ダ
ー
の
主
役
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
が

さ
ら
に
ま
た
、
不
幸
に
も
そ
の
オ
ス
が
病
死
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う 死別や不慰の災害などによって離別したら、再婚というケースも

〔
再
婚
の
こ
と
〕

離
蛎
は
性
格
の
不
一
致
と
か
、
な
ん
と
か
、
つ
ま
り
ケ
ン
カ
別

れ
が
そ
の
大
半
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
ペ
ン
ギ
ン
夫
婦
に
は
離
嫉

は
あ
り
得
な
い
。
い
っ
た
ん
結
ば
れ
た
ら
、
確
か
に
死
ぬ
ま
で
の

夫
婦
で
あ
る
。
い
や
こ
れ
は
ペ
ン
ギ
ン
ば
か
り
で
は
な
い
。
コ
ウ

ノ
ト
リ
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
ツ
ル
…
…
オ
ス
メ
ス
揃
っ
て
抱
卵
す
る

烏
の
全
て
が
そ
う
で
あ
る
と
い
え
る
。
だ
が
、
こ
れ
が
、
再
婚
と

な
れ
ば
ち
が
う
。
せ
ま
い
限
ら
れ
た
オ
リ
の
中
、
し
か
も
番
に
さ

せ
よ
う
と
す
る
人
為
的
な
作
用
も
加
わ
っ
て
、
死
別
し
た
も
の
の

再
婚
例
は
や
は
り
幾
つ
か
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
が
、
野
生
で

も
、
死
別
や
不
慮
の
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
離
別
し
た
場
合
、
や
は

り
飼
育
下
同
様
の
再
婚
は
予
想
で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
〉

依
然
と
し
て
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
残
さ
れ
た
メ
ス
一
羽
で
受

継
ぐ
こ
と
も
判
っ
た
が
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
直
系
の
ｆ
が
オ
ス
の
カ

バ
ー
を
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
特
筆
す
べ
き
事
実
で
あ
っ
た
。

小
さ
な
石
こ
ろ
を
集
め
て
巣
を
作
り
二
個
の
卵
を
お
よ
そ
詔
、

夫
婦
交
互
に
抱
卵
す
る
ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
・

枯
草
や
石
を
集
め
て
巣
穴
に
産
座
を
作
り
冥
個
の
卵
を
こ
れ
も

お
よ
そ
釦
Ⅱ
、
夫
婦
で
抱
卵
す
る
マ
ゼ
ラ
ン
、
フ
ン
ポ
ル
ト
ペ
ン

ギ
ン
・た

っ
た
一
個
の
卵
を
足
の
甲
の
上
に
産
み
、
上
か
ら
暖
か
な
羽

ぶ
と
ん
（
イ
ン
ク
ペ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
チ
。
抱
卵
帯
）
を
か
ぶ
せ
、

ふ
化
鎚
日
間
も
立
ん
坊
の
抱
卵
を
続
け
る
キ
ン
グ
や
エ
ン
ペ
ラ
ー

ペ
ン
ギ
ン
。
彼
ら
も
ま
た
夫
婦
交
互
に
抱
卵
す
る
が
、
こ
の
よ
う

に
ペ
ン
ギ
ン
夫
婦
の
巣
作
り
に
は
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
し

か
し
、
何
れ
も
そ
の
ふ
化
日
数
の
大
半
を
オ
ス
が
抱
き
、
そ
の
長

い
抱
卵
中
ほ
と
ん
ど
絶
食
す
る
た
め
、
オ
ス
の
疲
労
度
は
き
わ
め

て
高
く
、
抱
卵
後
病
に
倒
れ
る
こ
と
が
メ
ス
よ
り
も
オ
ス
に
多
い

事
実
は
兄
の
が
せ
な
い
。
そ
し
て
病
死
の
あ
と
メ
ス
が
残
さ
れ
る

例
が
よ
く
あ
り
、
そ
こ
で
阿
婚
問
題
が
彼
女
に
も
起
こ
っ
て
く
る

の
だ
。

二
■
ロ
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蕊識 園弛

すこや力 ､ にたくましく・・… .

陽だまりのなかで

燕繕

五月

mFE9

顕微鏡 ･ 天体望遠鏡6 航海計器･ 光学器一般

神戸・大丸前ＴＥＬ３３Ｉ－１１ｚＳ

園
名
作
逸
品
を
豊
富
に
品
ぞ
ろ
え
（
市
内
近
郊
無
料
配
達
）

講能后紛幸港１

;鍵； 蕊鴬

1１１

蝉

三宮方面て守のお買物は…
ざんちか店ファミリータウン３９１－４０４５
三宮店市街地改造のため仮店舎甫にて営業中

元町方面て‘のお買物は…
元田丁店元田丁通３丁目山側３３１－００９０
バンブウ店元町通ユ丁目不二家前３９１－０７６８

神戸駅前方面て・のお買物は…
サンこうべ店神戸駅前地下街３５１－６００２

鍵騨
鐸

おもちゃの

参 茄Ｘャ
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④
笑
品
展
／
笑
品
集
／
昇
天
（
笑
点
）
祭
開
く

握
毒
〃
必
死
の
パ
ッ
チ
ノ
．
〃
の
も
う
さ
ん
で

勝
楽
Ｌ
あ
っ
た
。

転
樗
昨
秋
、
中
西
勝
画
伯
、
元
町
画
廊
の

棒
階
ん
佐
藤
廉
氏
、
本
誌
小
泉
康
夫
編
集
長
幸
広

｛
億
壷
窪
ど
が
、
今
年
の
三
月
十
三
日
に
五
十
五

『
』
》
菅
馳
駆
巻
咽
唯
榊
嘩
嫡
緬
皿
権
梓
睡
鯉

長
痔
挿
．
、
も
う
さ
ん
の
出
版
と
展
覧
会
を
、
何

需
銅
加
が
何
で
、
も
や
ろ
う
で
は
．
な
い
か
と
、
、
も

樟
一
症
う
さ
ん
の
お
尻
に
火
を
つ
け
た
。
あ
れ

癖
》
》
か
ら
約
八
カ
月
間
、
神
戸
新
聞
の
仕
事

認
橋
理
の
か
た
わ
ら
も
う
烈
・
な
全
力
投
球
が
始

捧
塙
郡
ま
り
「
涙
し
て
た
か
は
し
も
う
を
お
だ

却
轄
〃
て
る
会
」
の
地
元
フ
ァ
ン
の
強
力
を
応

睦
垂
濡
援
に
乗
り
に
乗
り
、
努
力
に
努
力
を
重

非
》
顕
ね
初
日
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

力
福
る

ダ
ト
踊
十
三
日
朝
九
時
半
。
大
丸
神
戸
店
四

壱
犀
罰
階
展
示
場
で
「
笑
品
展
」
の
テ
ー
プ
カ

開
／
く
ツ
ト
。
描
き
ま
く
っ
た
神
戸
っ
子
百
六

で
く
と

蝿
認
錘
十
人
の
似
顔
絵
と
、
「
笑
占
幽
や
「
面
白

誌
誇
捕
半
分
」
「
Ｔ
Ｖ
タ
イ
ト
ル
」
た
ど
の
原
而

坤
李
奉
が
会
場
狭
し
と
飾
ら
れ
た
。
午
后
一
一
時

大
シ
・

羅
訪
感
か
ら
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、

塞
汁
幅
実
演
〃
笑
点
を
描
く
〃
。
地
元
文
化
人

も
面
子
が
、
ゲ
ス
ト
に
招
か
れ
て
そ
の
日
の
新

陛
佑
琴
聞
片
手
に
出
題
し
、
も
う
さ
ん
が
新
ネ

坤
潅
姥
タ
を
元
に
ニ
ュ
ー
ス
マ
ン
ガ
を
描
き
、

》
》
》
峰
剛
や
翻
剛
画
獅
獅
梅
睦
需
霊
碓
岬
埼

た
か
は
し
も
う
顔
見
世
興
行
満
員
御
礼 ２
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詫
壁

３

（右上）昇天祭で宮崎神戸市長のスピーチ（右下フクラプ小万のママ岩本起代子さんの日本舞踊「軍歌」を舞うあで姿。
俳卜）ユーハイムコンフエクトからの心づくしのケーキにナイフを入れる高橋孟夫妻（左下）しやねるのママと田辺聖
子・カモカのおっちゃん達

廉
、
丘
あ
っ
し
、
竹
村
ま
こ
と
、
十
七
日

古
林
喜
楽
、
元
永
定
正
、
花
柳
芳
恵
一

子
、
小
西
保
文
、
福
岡
康
年
、
十
八
日

田
辺
聖
子
、
川
野
純
夫
、
夏
目
俊
二
、

上
月
倫
子
さ
ん
ら
が
友
情
出
演
。
十

五
、
十
六
日
は
こ
ど
も
マ
ン
ガ
デ
ー
で

賑
っ
た
。

十
二
日
夜
出
来
上
っ
た
笑
品
集
の
出

版
記
念
会
は
、
生
田
神
社
会
館
四
階
で

約
二
五
○
名
が
集
い
、
宮
崎
神
戸
市
長

を
初
め
、
長
島
市
民
局
長
、
畑
神
戸
新

聞
主
筆
、
石
野
成
明
、
河
上
民
雄
、
足

立
巻
一
、
田
辺
聖
子
夫
妻
、
北
尾
信
一

さ
ん
ら
多
彩
な
先
輩
、
友
人
が
集
ま

り
、
も
う
さ
ん
の
人
柄
が
し
の
ば
れ

た
。
こ
と
に
岩
本
起
代
子
さ
ん
の
日
本

舞
踊
「
軍
歌
」
と
東
仲
一
矩
さ
ん
の

「
フ
ラ
メ
ン
コ
」
は
印
象
的
。
最
後
は

マ
カ
ン
ブ
ッ
サ
ー
ル
の
美
女
た
ち
が

「
阿
波
踊
り
」
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

り
、
阿
波
州
身
の
も
う
さ
ん
の
ご
兄
弟

が
地
方
を
受
け
て
、
蹄
ら
に
ゃ
ソ
ン
ソ

ン
と
賑
や
か
に
幕
。

と
に
も
か
く
に
も
、
涙
し
て
お
だ
て

ら
れ
た
も
う
さ
ん
が
、
海
軍
時
代
か
ら

の
モ
ッ
ト
ー
「
現
在
全
力
投
球
」
で
神

、
、

戸
っ
子
の
声
援
に
答
え
た
〃
も
う
ウ
ィ

ー
ク
〃
・

ホ
ン
マ
に
、
ご
く
ろ
は
ん
ノ
．

君も

「私はしあわせも
のでございます－１
と破顔一笑のたか
はしもうさん

か
く
し
芸
大
会
で
日
頃
作
品
か
ら
は
伺

え
な
い
人
間
的
な
面
に
ふ
れ
あ
う
。
卜

三
日
足
立
巻
一
、
福
田
義
文
、
今
岡
頒

子
、
中
西
勝
、
河
村
立
司
、
近
藤
利
三
郎
、

十
四
日
新
谷
誘
紀
、
堀
郁
子
、
佐
藤
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嘉納正治さん
< 白鶴酒造社長・神戸商工会議所副
会頭＞“白餌城' , の大殿といった風
格である。スポーツはなんでもやり
そうな均整のとれた体｡ 『お元気そう
ですなあ』『イヤーだめだ、年をとる
と足があかん』と大きな声が開けっ
ぴろげの性格をうかがわせる。

ｆ
蝉
継
‐
豊
財

こ
の
人
の
絵
は
お
金
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
こ

ち
ら
は
緊
張
気
味
、
『
描
き
に
く
い
で
す
な
ァ
』
と
言
っ
た
ら
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
と
笑
っ
た
。
テ
ニ
ス
は
プ
ロ
級
だ
と
の
こ
と
。
『
絵
が
描

け
る
人
は
な
ん
で
も
で
き
る
人
が
多
い
で
す
な
ア
』
と
私
。
自
分

も
含
め
た
つ
も
り
で
言
っ
た
。

利
夫
さ
ん
〈
シ
ン
ワ
洋
装
店
社
長
・
セ
ン
タ
ー
街
会
長
〉

宮
崎
辰
雄
さ
ん
〈
神
戸
市
長
〉

登
山
家
市
長
さ
ん
。
そ
し
て
チ
ョ
ッ
と
ハ
ー
ー
カ
ミ
屋
の
市
長
さ

ん
。
そ
ん
な
気
が
し
な
が
ら
演
壇
の
市
長
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
私

の
好
き
な
神
戸
市
を
し
っ
か
り
た
の
み
ま
す
。

４

／

G１

ﾉゲ

柏
井
健
一
さ
ん
〈
柏
井
紙
業
社
長
・
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
〉

社
長
と
は
２
度
目
だ
っ
た
。
も
ら
っ
た
時
間
が
狐
分
間
、
セ
ッ
セ

セ
ッ
セ
と
時
間
一
パ
イ
『
失
礼
し
ま
し
た
』
『
い
や
．
．
。
・
・
・
急
が
し

て
ス
ン
マ
ヘ
ン
』
次
の
客
が
待
っ
て
い
る
。

岸
野
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~ 凡
吋ﾒ’

沙

ﾉ噺‘,』
尚

『
い
つ
も
招
待
状
を
て
い
ね
い
に
送
っ
て
く
れ
る
の
に
失
礼
ば
か

り
し
て
ス
ン
マ
セ
ン
』
『
も
う
さ
ん
も
忙
し
い
も
の
ね
』
と
優
し

い
。
こ
の
人
も
絵
が
わ
か
る
か
ら
う
っ
か
り
出
来
な
い
。

福
島
里
子
さ
ん
〈
ク
ラ
ブ
Ｓ
の
マ
マ
〉

Ｉ

宮
田

ノパ
恥
岬
剛
１
１
； 弓Ｚ

…
←

岡部誠一さんくそごう神戸店店長＞
吉川進さん〈風月堂社長〉私の時事マンガをよく見ていてくれていたのが

何より嬉しかった。『私のマンガは魚屋のよう
なもので、新しいうちに賎者に提供するんで
す』「デパートもあなたと同じですよ」を話が
合う。時間がなかったのが残念だった。

鱗

喜
夫
さ
ん
〈
宮
田
組
専
務
．
神
戸
青
年
会
談
所
器
長
〉

描
き
易
い
顔
だ
と
思
い
気
を
許
し
て
い
た
ら
、
な
か
な
か
ど
う
し

て
手
古
摺
っ
て
し
ま
っ
た
。
『
も
た
も
た
し
て
済
ン
マ
ヘ
ン
』
と
時

間
を
気
に
し
た
ら
『
い
い
ん
で
す
』
と
気
を
楽
に
し
て
く
れ
た
。

1１５

岡本一平や北沢楽天さんのフアンだったという
社長。ていねいに保存しているスクラップ等を
見ていたら作者はうれしいものだろう。こんな
人は大切にしたいと思った。
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石阪春生さん
く洋画家・新制作＞
『もうさんは動いとっても描ける、
ワシはあかんねん』『いやいやあんた
の絵と私の絵は値打ちが違うがな』
ウルワシキ友情ではないか。

７ＦＺ"

ツ‘

画
口

藤
間
緑
寿
郎
さ
ん
蕊
舜
家
〉

「
お
願
い
し
ま
す
』
と
静
か
に
対
座
す
る
。
後
に
舞
台
が
あ
る
よ

う
だ
。
身
に
付
い
た
も
の
だ
な
ァ
と
思
う
。

小

〜
丸
１
‐
‐
ｌ
侭
》
勢

原
豊
雲
さ
ん
傘
道
家
・
小
原
派
家
元
〉

雑
誌
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
生
花
の
制
作
中
を
ス
ケ
ッ
チ
。

そ
こ
に
あ
る
童
木
が
み
ん
な
無
駄
な
く
た
ち
ま
ち
芸
術
に
な
っ
て

い
く
よ
う
だ
ｕ
『
動
き
回
っ
て
ス
ン
マ
ヘ
ン
な
こ
『
イ
エ
イ
エ
』

〆

行
天
博
志
さ
ん
締
戸
文
化
ホ
‐
ル
〉

キ
チ
ッ
と
し
た
服
装
に
背
を
伸
ば
し
た
姿
勢
。
文
化
ホ
ー
ル
と
い

う
せ
い
か
お
役
人
の
に
お
い
が
し
な
い
。

､P〆
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徳永秀則さんく作曲家＞
この人は私の作詞した母校の小学校校歌の作曲
者である。いい曲だったので母校は大喜びであ
った。もう５年になる。早いもんだなア。

１
１
／
ｉ
ｉ
ｉ
鼠

弘
さ
ん
〈
元
町
面
廊
〉

い
つ
も
意
地
悪
を
言
う
。
言
わ
れ
て
も
意
地
悪
に
聞
こ
え
な
い
間

柄
。
『
も
う
さ
ん
ワ
イ
の
ウ
イ
ス
キ
ー
飲
ん
で
け
よ
』
と
い
う
。

７

淳毒
一

おう

小林武雄さんく詩人＞
『わしの顔は描き難いやろや誰が描いてもあか
んねん」と先班画家の名前を並べられた。そう
言われるとだんだん描き難くなるではないか。

吉
田
量
子
さ
ん
〈
蕎
驚
・
於
具
羅
の
マ
マ
〉

ズ
パ
ズ
バ
ッ
と
物
を
言
う
カ
コ
ち
ゃ
ん
。
パ
ッ
パ
ッ
と
商
売
の
手

を
広
げ
る
カ
コ
ち
ゃ
ん
。
そ
れ
で
カ
ッ
コ
を
つ
け
て
い
く
か
ら
エ

ラ
イ
ナ
ー
。

湖

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



苅
藻
島
木
材
団
地
の
よ
う
す

1１８

れておいてそれを渡して大工さんが加工して
コンクリートアパートの内装を仕上げるとい
ったような仕事の流れもだんだん少なくな
り、建設業はコンクリート打ちを終えると、
内装はあらかじめ加工された部材を責任をも
って組立て施工する木材内装堕さんにポンと
渡すというやり方になっています。
●海面貯木、製材、柱材や板材のままの市売
り（卸売）といった機能の配置が､ ｢ 材木屋さ
ん」街の基雄ではまくなりつつあるのです。
神戸のこの「木材」街の中味はどう変質して
いくのでしょうか｡ …．．。（水谷頴介）

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑳

〈
同
業
者
町
シ
リ
ー
ズ
④
〉

苅
藻
島
木
材
団
地

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

コンクリート版のプレハブ工法の影響ももち
ろんあります。建設会社が自分で材木を仕入

●住宅の建てられかたや、建築の手法、また
木材資源郡情の変化によってｒ木材｣ ｢ 材木」
をめぐる状況は大きく変ってきています。だ
から「材木屋さん」街の沃勤の内容も様相を
変えざるを得なくなっているはずです。「資
源」の事情は、内地材から外地材への比重の
増加、そして最近は、外地材については原木
輸入、そしてこちらでの製材ということが産
出国の事情でむずかしくなり、先方で製材加
工された、いわゆる「製品」のかたちでの輸
入という方向が強くなりつつあります。
亀住宅の建てかたは、大工さんが住宅の注文
を受けて、そして材木を自分で買ってきてそ
れを自分で加工して組立てる、という在来の
手法が主流でなく左りつっあります。鉄骨や
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上レンガの道と緑の植込み

中上屋根の上にはあかり窓が

中下南北に２棟並ぶ
右北側面

●高架の高速道路がおおいかぶさった第二阪
神国道からちょっと入ったところにこのタウ
ンハウスは建っています。南北にそれぞれ７
戸が２棟、計1 4 戸が南棟へのアプローチ道路
をはさんでひつついて並んでいます。きゅう
〈つな巾なのですが、このアプローチ道路が
ちょっと面白い雰囲気をもっています。舗装
がレンガになっていて落着いています。南棟
の壁前に、狭いのですが緑のちょっとした植
込みもある前庭が走っていて、２棟の棟がま
っすぐ平行でなく少しずらして配置してある
ので視線が変化します。南棟の北側､ 部屋の

1１９

スといった変化です。入口のひさしの上にテ
ントの覆いが出ているところもあります。北
陳の南庭も狭いので、これもすぐ眠の前です
が引違い戸にはガラス戸が入っていて、中が
丸見えにはなりません。まさにいい意味の路
地の雰囲気です。
●このタゥンハゥスの特徴のもう一つは、屋
根の上にいろいろな形で飛び出しているあか
り窓かもしれません。３階に屋根裏部屋がと
ってあるのでしょう。あかり窓からの光のと
り入れ具合と屋根裏部屋の各戸でのいろいろ
な使い方の関係をそれぞれのぞいてみたい気

‐
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

魚
崎
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス

〈
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
④
〉

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳

にさせる形をしています。ハイカラ趣味のタ
ウンハウスとしては作られていなくて、どら
からというと長屋風になっているこの街区
は、道路をへだててすぐお隣りのお寺や南の
酒蔵群のある魚崎の町からの影響を知らずと
受けてしまったのかもしれません。

（水谷頴介）

窓がすぐ眼の前ですが、床近くまで低くとっ
た大きな出窓スタイルになっていて、不透明
な網入りガラスがふくらんでいます。入口の
戸はプリント合板模様で、特にどうというこ
とはないのですが、玄関燈が少しずつ違う何
種類かになっているのです。四角いガラスと
丸い筒のガラス、白いガラスと黄色の色ガラ
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☆神戸を福祉の町に< 1 6 ＞

家族住宅つき生涯学級のこころみ

昼休みに畳のへりにトランプを立てて遊ぶこどもたち

’
2０

お母さんと青空の下で訓練をするみどり学級の生徒たち

芦
屋
市
に
「
み
ど
り
学
級
」
と
い
う
重
度
肢
体
不
自
由
児
の
特

殊
学
級
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
芦
屋
市
に
は
肢
体
不
自
由
児
の
た
め

の
養
護
学
校
が
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
銘
年
の
４
月
か
ら
芦
屋
市

立
精
道
小
学
校
特
殊
学
級
と
し
て
発
足
し
、
市
内
の
重
度
障
害
児

の
教
育
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
発
足
当
初
か
ら
こ
の
学
級
を
担

悪
し
て
い
る
富
永
繁
男
先
生
（
蝿
）
は
、
み
ど
り
学
級
で
の
経
験

を
も
と
に
し
て
、
脳
性
マ
ヒ
で
寝
た
き
り
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
「
家
族
住
宅
つ
き
生
涯
学
級
」
椛

想
を
考
え
出
し
、
こ
れ
の
実
現
の
た
め
三
年
前
か
ら
芦
屋
市
へ
陳

情
を
つ
づ
け
て
い
る
。

現
在
芦
屋
市
で
は
芦
屋
浜
の
埋
立
地
に
「
虹
世
紀
の
モ
デ
ル
住

宅
都
市
」
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば
約
六
千
世
帯
、

人
口
約
二
万
人
の
高
層
住
宅
街
が
誕
生
す
る
わ
け
だ
が
、
富
永
先

生
の
ア
イ
デ
ア
は
こ
の
団
地
の
中
層
住
宅
の
中
に
住
宅
つ
き
生
涯

学
級
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
計
画
で
あ
る
。

こ
の
構
想
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
い
ろ
ん
な
事
情
が
あ
る
。

ま
ず
、
重
度
障
害
児
の
教
育
を
地
域
の
養
謹
学
校
な
り
特
殊
学

級
で
行
う
場
合
、
通
学
の
問
題
が
大
変
大
き
な
壁
と
な
る
。
一
人

で
は
通
学
で
き
な
い
子
供
の
場
合
は
肉
親
（
た
い
て
い
の
場
合
は

母
親
）
が
付
き
添
う
こ
と
に
な
る
が
、
各
家
庭
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
乗
り
場
ま
で
の
距
離
が
遠
い
の
と
、
天
気
の
悪
い
日
や
寒
い

日
は
バ
ス
を
待
つ
間
子
ど
も
と
母
親
は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
そ
の

苦
痛
は
大
変
な
も
の
に
な
り
、
さ
ら
に
長
時
間
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
の
通
学
は
寝
た
き
り
の
子
ど
も
の
健
康
に
悪
い
ば
か
り
で
な

く
、
硬
直
し
た
子
ど
も
を
バ
ス
に
乗
せ
た
り
降
ろ
し
た
り
す
る
職

員
に
も
腰
捕
が
お
そ
っ
て
く
る
。

も
し
付
き
添
い
の
母
親
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
用
事
の
あ
る
場

合
は
子
供
は
学
校
を
休
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
寝
た
き
り
で
就
職
の
見
込
み
の
な
い
生
徒
は
義
務
教
育

を
終
了
し
て
も
ま
た
家
に
閉
じ
こ
も
る
以
外
に
生
き
る
道
は
な

い
。
満
昭
才
以
上
の
寝
た
き
り
の
障
害
者
に
と
っ
て
、
家
庭
か
ら

通
え
る
施
設
は
今
の
法
律
に
は
ま
だ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
富
永
先
生
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
せ
ず
に

す
む
「
住
宅
つ
き
生
涯
学
級
」
案
を
出
し
た
の
だ
が
、
今
ま
で
に

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ぱ
、

①
生
徒
の
家
族
住
宅
を
芦
屋
浜
の
埋
立
地
に
建
設
予
定
の
中
層
住

宅
の
中
に
市
が
分
譲
住
宅
（
公
社
）
を
買
い
取
っ
て
公
営
賃
貸

住
宅
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
。

②
一
般
住
民
と
の
混
合
率
は
、
％
前
後
に
す
る
。
そ
れ
以
上
だ
と

一
つ
の
集
落
に
な
り
、
地
域
住
民
と
の
交
流
が
難
し
く
な
る
。

③
こ
の
中
暦
住
宅
の
一
階
に
学
級
を
設
置
し
て
、
寝
た
き
り
の
唯

徒
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
通
学
さ
せ
、
母
親
や
職
員
の
腰
痛
を
防

ぐ
と
共
に
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
は
か
る
。

④
学
級
に
は
休
刊
に
も
生
徒
た
ち
が
集
ま
っ
て
利
用
で
き
る
娯
楽

室
を
つ
く
り
、
こ
こ
に
は
地
域
の
一
般
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
、
友
だ
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑤
生
徒
の
家
族
住
宅
の
風
呂
、
ト
イ
レ
、
玄
関
は
広
く
し
、
特
別

な
設
計
に
す
る
。

⑥
入
居
は
強
制
で
な
く
、
自
宅
か
ら
も
学
級
へ
通
学
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

⑦
生
徒
が
社
会
で
自
立
で
き
る
ま
で
は
、
単
に
就
学
年
令
だ
け
で

義
務
教
育
を
終
了
さ
せ
な
い
こ
と
。

③
生
徒
の
定
員
は
巧
名
前
後
に
し
、
母
親
と
職
員
の
融
和
を
は
か

る
よ
う
に
す
る
。

と
い
う
の
が
案
の
大
筋
だ
が
、
根
本
の
ネ
ラ
イ
は
、
社
会
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
一
生
を
終
え
る
こ
と
が
多
い
重
症
児
を
何
と

か
一
般
の
地
域
社
会
の
な
か
で
、
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
を
も
た

せ
が
ら
生
活
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

寝
た
き
り
の
重
症
児
が
義
務
教
育
終
了
後
に
行
き
つ
く
と
こ
ろ

と
い
え
ば
結
局
在
宅
か
、
終
身
保
護
所
的
な
コ
ロ
ー
ー
ー
と
い
う
の

が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
社
会
か
ら
は
切
り
離
さ
れ

た
孤
独
な
世
界
で
あ
り
、
一
般
市
民
か
ら
は
忘
れ
さ
ら
れ
た
存
在

の
ま
ま
一
生
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
重
症
児
の
介

謹
も
肉
親
や
施
設
職
員
だ
け
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
介
護
に
疲
れ

は
て
た
親
が
重
症
児
を
思
い
あ
ま
っ
て
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
悲

劇
も
現
実
に
起
っ
て
く
る
。

富
永
先
生
の
「
住
宅
つ
き
生
涯
学
級
」
の
ア
イ
デ
ア
は
障
害
者

が
特
殊
な
孤
立
し
た
社
会
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
一
般
の
市
民

と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
を
し
な
が
ら
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
生
き

て
い
こ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
今
ま
で
の
閉
ざ
さ
れ
た
福
祉
か
ら
開

か
れ
た
福
祉
へ
と
踏
み
出
す
第
一
歩
の
青
写
真
な
の
だ
。

コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
・
ケ
ア
ー
と
い
う
こ
と
が
最
近
よ
く
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
現
実
の
社
会
の
中
で
こ
れ
を
具
体
的
に

ど
う
進
め
て
い
く
か
が
問
題
で
、
一
般
住
民
の
中
に
こ
の
住
宅
つ

き
生
涯
学
級
が
誕
生
す
れ
ば
、
そ
の
成
否
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア

ー
の
・
つ
の
モ
ノ
サ
シ
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

厚
生
省
は
今
年
の
二
凡
三
Ⅱ
の
朝
日
新
聞
紙
上
で
、
こ
の
富
永

先
生
の
案
を
具
体
化
し
、
全
国
に
設
置
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
の
計
阿
が
本
当
に
実
施
さ
れ
れ
ば
日
本
の
重
症
児
に
と
っ
て

大
き
な
は
げ
み
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
福
祉
の
在
り
方
自
体
に

新
し
い
方
向
を
与
え
る
も
の
と
な
る
に
ち
が
い
ま
い
。

ｕ
本
に
先
が
け
て
、
阪
神
間
か
ら
こ
う
い
う
新
し
い
試
み
が
一

Ｈ
も
早
く
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
望
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

えはき をいま つ中層住宅の下に緑と太陽がい壱ぱいの住宅つき学級を
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篭

ＳＡＬ○Ｎ

ＫＯＢｍＪＩＤＡＩ

鱗

蝋神戸時代〃ちょっと変った名前です
が、新しい神戸時代を目指した神戸っ
子のサロンです。
神戸で最もファッショナブルな北野

町、山本通界わいのファッショナブル
なサロンー、神戸時代〃
神戸っ子の憩いの広場であったり、

談論風発のサロンにもなり、ミニパー
テイがひらかれたり、ミニ発表会が行
なわれたり素晴しい情報交換の場にな
ります。
その神戸時代で､ 、このたび壁面を利

用して、ＳＡＬＯＮ神戸時代ギャルリー
を開きます。第１回目は石阪春生先生
の日常の写生としての素描をかけさせ
ていただくことになりました。おさそ
いあわせご鑑賞くださいませ。

ＳＡＬ○Ｎ
神戸時代ギャルリー

石 阪春生
素描シリーズ
３月２４日→４月’９日

第２回は松本宏小品展をお願いしておりますｃ

S A L ○Ｎ神戸時代
神戸市生田区中山手通１丁目２８
モンシャトーコトプキビル１Ｆ

ＴＥＬ，２４２－３５６７
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お
申
込
み
は
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
編
集
部
ま
で
。

神
戸
市
生
田
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ビ
ル
七
階
趣
（
三
三
一
）
一
一
二
四
六

振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

ゴロ山ビァレコード
●ご予約はコロムビアレコード特約店へ

’
2３

別
冊
和
と
じ
唄
本
（
歌
詞
）
、
解
説
書
付

●
福
祉
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
あ
な
た
も
一
冊
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
／
，

欧
米
の
心
身
障
害
者
を
訪
ね
て

◇
女
流
邦
楽
の
第
一
人
者

大
和
美
代
葵
、
珠
玉
の
名
集
大
成
ノ
．

世
界
の
福
祉
施
設

三
弦
／
大
和
久
満

「
大
和
楽
」
と
は
日
本
の
伝
統
音
楽
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
と
り

出
し
、
そ
れ
に
現
代
的
な
感
覚
の
発
声
に
衣
を
ま
と
わ
せ

人
々
に
愛
唱
さ
れ
る
様
式
を
試
み
る
新
楽
派
で
す
。

●
河
／
た
け
く
ら
べ
／
一
難
／
祭
／
あ
や
め
／
江
舟
生
島
仙

〈
カ
ラ
ー
八
ペ
ー
ジ
、
本
文
三
二
○
ペ
ー
ジ
、
定
価
一
○
○
○
円
〉
送
料
二
○
○
円

橋
本
明
著

鯨

鯵
》
誰
嬢
晦
謹
揃
端
蕊
雛

犬

の

ユ電

詩鯉
楽
Ⅱ
誉

蔦
織
欝
患
曲

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


